
放課後等デイサービス
　トロフィーアップ江尻 公表日 令和7年年４月１日
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意見 工夫しているところ・課題や改善すべき点

1
事業所の設備等ついて利用者に合わせたバリアフリー等の配

慮や定員に対して適切なスペースがとれていますか
3 1

急で細い階段があり、荷物が沢山ある時登り下りが
小さな子どもには危険そうに見えるから。

車椅子の利用者さんがいないため現在の利用者さん
は問題ない。階段があるため車椅子の利用者さんが

いた場合はバリアフリーは難しいです。

手すりの必要性、大きな荷物等を１階で預かる等の工夫を検討し改
善を行っていく。

2
職員の資質の向上を行うために研修の機会を確保しています

か
4

会社より適宜研修のお知らせが来ており、必要な研
修はいつでも受けられるから。

定期的に研修の機会をいただいています。

3
業務改善を進めるためにPDCAサイクル（目標設定と振り返

り）に広く職員が参画できていますか
3 1

児発管中心に広く意見交換しているから。
現在業務改善を進めようと日々取り組んでいます
が、大きな成果はまだ出ていないと思います。です
が、職員みんながPDCAサイクルに参画でき始めて

いると思います。

4
アセスメントを適切に行い、お子様と保護者様のニーズや課題
を客観的に分析したうえで、個別支援計画が作成できています

か
3 1

子どもの課題が練り込まれていて、職員には子ども
対応の指針になり、保護者様には感謝の言葉を頂く

から。
児発管ではないためアセスメントが適切に行われて
いるかはわかりません。ただ、職員で会議の場を設け
ニーズや課題に沿った支援計画を作成できるような

環境はできていると思います。

5 活動プログラムの立案をチームで行っていますか 4
職員全員で話し合って内容を決めているから。

利用者さんのニーズや課題に合わせて活動プログラ
ムやイベントを企画しています。

6
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し支援の検

証・改善に繋げられていますか 4 日々、職員間で検討しみんなで考えている。

7
日ごろから子どもの状況を保護者様と伝えあい、子どもの発
達状況や課題について共通理解をもって支援を行えています

か
4

日々の送迎時などに保護者様とコミニュケーションを
とり、職員間にも伝えあっているから。

日々職員で話し合いをし、共通理解のもと支援する
ようにしています。

8
支援の内容やお子様の日々の様子について丁寧な説明を行っ

ていますか
4

日々の支援によるお子様の変化などを説明してい
る。

送迎の際にお子様の様子など丁寧に説明するように
心掛けていますが、保護者様がどう感じているのか

はわかりません。

9
保護者様からの子育ての悩みに対する相談に適切に応じ丁寧

な対応をしていますか
3 1

保護者様の子育ての悩みなどは児発管に報告し、そ
の旨保護者様には伝えているから。

丁寧な対応を心掛けていますが子育てをしたことが
ないため、適切に対応できているかはわかりません。
ただ、必ずその場で答えずに職員で話し合ってから
保護者様にフィードバックするようにしています。

10
保護者様に対しての言葉遣いや言い方の配慮は適切に行って

いますか
4

常に心がけている
日々とても気を付けていますが、保護者様がどう感

じておられるかはわかりません。

11 個人情報の取扱いに十分注意をしていますか 4 細心の注意を払っているから。

12
事業所内での体調の変化やケガ・外傷があった時に適切な対

応と保護者様への報告をしていますか
4

児発管に報告し適切な処置が出来ている。保護者様
への報告もしている。

13
非常災害の発生に備え、定期的に避難・救出そのほか必要な訓

練を行っていますか
4

避難訓練や避難経路確認などが、事業所の予定に練
り込まれている。

14
虐待を防止するため、職員の研修機会を保持する等、適切な対

応を行えていますか
3 1

適切に行っていると思うが、虐待に当たるかもしれ
ないことに気付かずにいることがあると思うから。

月例の児発管会議の中で虐待防止についての取り組みの報告を行い
危機意識が薄れない様に意識している。定期的に事業所が交わる合
同イベントなどを行い他の事業所支援員との交流の機会を持ち、第
三者からの視点をもらう機会、思い込みの不適切支援にならないよ

うな環境づくりから虐待のない風土づくりに努めている。

15 ヒヤリハット事例集を作成し事業所内で共有できていますか 4
他事業所の報告も含め、職員間で話し合いが出来て

いる。

事業所における自己評価表（公表）


